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１．決算概要



売上

233,943
YoY：106％

千円

営業利益

2,561
YoY：35.3％

千円
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決算概要

2026年9月期 第2四半期（エグゼクティブサマリー）

プラットフォーム事業

クリエイター数765誌（+56）まで拡大
イベント・コンテンツ販売の新収益源が継続成長

高単価メルマガ増で平均単価289.7円（+54)見据
えた機能投資・基盤整備を実施

メディア広告事業

ストック型クリエイタータイアップが順調に積み

上がり

資産性のある案件への戦略シフトが計画通り進⾏

下期は受注済み案件の収益化フェーズへ

上期累計の売上は前年同期比で成長し、業績予想に対しても堅調に推移。

投資フェーズの中で、第2四半期は単四半期での営業黒字を回復しました。
下期は、ストック型タイアップの寄与拡大により、通期業績予想の達成を⽬指します。



2026年9月期第2四半

期（累計）

実績

YoY
2026年9月期

業績予想

業績予想に対する

進捗率

　 売上高 233,943 106.3％ 488,887 48.0%

　 売上総利益 154,505 112.3％ 321,398 48.1％

　 販管費 151,944 116.6％ 291,066 52.20%

　営業利益 2,561 35.30% 30,331 8.40%
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決算概要

2026年9月期 第2四半期（10⽉〜3⽉）報告
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全事業の売上高と営業利益推移

199
650

475,427
454,935

438,853

売上推移 (単位：千円) 営業利益推移 (単位：千円)

1965

24,116
21,859

488,887

30,331



2026年9月期 2025年9月期 増減額

　 流動資産 1,015,314 960,806 54,508

　 固定資産 33,260 36,702 △3,442

　 資産 計 1,048,575 997,509 51,065

　 負債 計 151,322 152,178 △855

　 純資産 計 897,252 845,330 51,921

　 負債・純資産 計 1,048,575 997,509 51,065
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決算概要

貸借対照表

（単位：千円）
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２．経営戦略



プラットフォーム事業

メディア広告事業
その他事業

テキスト

動画・映像

音声

サロン・コミュニティ化

ラジオ

テレビ

イベント

出版

物販

コンテンツ海外展開

法人プラン・販売

topクリエイター

topクリエイターのパーソナリティに特化し
た専属ビジネスサポート
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経営戦略

現状の事業構造（プラットフォーム事業・メディア広告事業×その他事業の全体像）

midlle

top

entry

コンテンツの

マルチフォーマット化

クリエイターのプラットフォーム化（パッケージ） topクリエイター向けのカスタムプラン支援

entry〜topクリエイターのエコシステム循
環を確立

コンテンツのマルチフォーマット展開

（Text → Video → Event → Product）
プロクリエイター支援によるGTV最大化
IPビジネス化による収益多様化
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経営戦略

既存事業の機能 その他事業の支援機能×

シナジーが期待できる機能や事業の調達のため

に資本を投下する方針

アライアンス推進

topクリエイター向けの機能調達

出版社 編集プロダクション PR会社

クロスメディア・番組他プラットフォーム

プラットフォーム事業、メディア広告事業、その他事業、3事業においてクリエイターの支援機能、サポート体制を拡充。
2事業の両輪成長による、成長戦略。
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経営戦略

主要KPI
課金読者数は安定推移を⾒込み、LTV向上とメディア多⾓化で収益を拡張。
クリエイター数は2026年に約800名へ拡大し、entry層育成と上位層強化を推進。
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経営戦略

エアトリCXOサロン

■有料会員が800社を達成
「丁寧」な運営により、他社には真似できない「満⾜度の⾼い」経営者コミュニテ

ィとして、有料会員1,000社を⽬指す。

■エアトリフェス2026開催決定！
2026年8月27日(木)にベルサール汐留にて開催。
本イベントはエアトリCVC投資先上場24社達成および、エアトリCXOサロン有料会
員800社達成を記念し、ベンチャー界への恩返しとして、参加者は全員無料でご招
待。1社につき何名でも、役職不問で参加可能。先進企業によるトークセッションお
よびブース出展や、2,000名規模の⼤交流会を実施予定。

■さらなる満足度向上に向けた「サービス改善」を実施

以下5点のサービス改善を実施し、有料会員のさらなる満足度向上に努める。
1. マッチング精度の向上と情報の拡充
2. 参加資格の厳格化による交流の質の維持
3. 新規交流の活性化
4. アフターフォローの強化
5. 無料イベント（ごちの会、定例会中華祭り！）の拡充

エアトリCXOサロン有料会員が800社を達成！
完全招待制経営者コミュニティ「エアトリCXOサロン」にて、

2024年11月から本格サービス開始後、約1年半で800社を達成。

株式会社エアトリ（東証プライム：6191）2026年9月期第2四半期決算説明資料より引用
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3．参考資料
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参考資料

メルマガ配信がスタートした専門家

あなたはまだ世界の１％しか見て
いない 【まこちんの量子力学】
量子力学の専門家が、物理学から
読み解く世界の本当の仕組みを発
信。ブログやSNSでは語れないデ
ィープな知見を届ける、人生に活
かせる量子論メルマガ。

元機関投資家トレーダー堀江の
「思考×手法」完全インストール 
投資歴23年・元機関投資家が、プ
ロの思考回路と実戦手法を伝授。
週次セクター分析と銘柄選択講座
で、勝てる投資基準を最短インス
トール。

＃金融・投資＃量子力学

サイゼリヤ元社長★堀埜一成の徒
然メルマガ－経営と自由研究とー 
サイゼリヤ元社長が、独自の理系
思考で培った経営術と、退任後の
「大人の自由研究」を等身大で綴
る。肩の力を抜いて学べる経営エ
ッセイ。

＃経営哲学

脱・労働社会マガジン 
by AIリベラルメディア
AI専門

YouTuberが、AIによる「生存労
働の終焉」と、その先の真の自
由を最先端研究に基づき事実ベ
ースで発信する未来予測メルマ
ガ。

＃AI・社会
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参考資料 クリエイターのイベント支援

有料ウェビナー

リアルイベント 企業タイアップ
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参考資料

今後の成長に向けて

投資フェーズから、収益化フェーズへの移行が進展

1Qより継続してきたクリエイター投資・タイアップ強化施策により、ストック型案件の蓄積が進行。
 2Q単独では営業黒字を回復し、中長期の収益基盤構築が計画通り進捗。
ストック型タイアップ案件が積み上がり、下期収益化フェーズへ移行

メディア広告事業・イベント事業が成長を牽引

クリエイター支援投資を継続しつつ、収益効率の改善も進展

単発売上依存から、継続・蓄積型モデルへの転換が進行

今後も、クリエイターエコシステムの拡張を通じて、中長期的な企業価値向上を目指してまいります。
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免責事項

本資料は、株式会社まぐまぐによる本資料の現在における予定、推定、見込み又は予想に基づいた将来展望についても言及しております。

これらの将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。既に知られた、もしくは未だに知られていないリスク、不

確実性その他の要因が、将来の展望に関する表明に含まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性がございます。

株式会社まぐまぐの実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来展望と異なる場合がございます。本資料における

将来展望に関する表明は、本資料現在において利⽤可能な情報に基づいて株式会社まぐまぐによりなされたものであります。

今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、株式会社まぐまぐは、本資料に含まれる将来展望に関するいかなる表明の記載

内容の更新・修正の義務を負うものではありません。
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